第９回平和首長会議総会（2017年8月長崎開催）に向けたアンケート
Ａ　自治体情報
	１　自治体
	（自治体名）

	
	（国名）

	２　首長
	（首長名）

	
	（任期）

	３　回答者
	（担当部署名）

	
	（役職名）

	
	（氏名）

	
	（E-mail）


※首長や担当者等の情報は、平和首長会議情報システム（https://www.mfpinfosys.org/）に格納しております。ご確認いただき変更があれば随時修正してください。
Ｂ　第９回平和首長会議総会への参加等について
※　第9回平和首長会議総会は、来年8月7日から10日まで長崎市で開催する予定です。
１　貴自治体は、来年長崎市で開催する総会に参加しますか。現時点でのお考えをお答えください。（選択式）

なお、正式な参加登録については、後日、改めてご案内します。
①　□　参加する（参加予定人数　　　　　　名）
　　　　　　　　総会前に、広島市での平和記念式典（8月6日）に参加する希望はありますか。

□　ある

□　ない
□　検討中
②　□　参加しない

③　□　未定（決定時期の見込みをお答えください）
２　総会に合わせて加盟都市の平和活動を紹介するブースを設ける予定です。貴自治体として、出展する意向があるかどうか、現時点でのお考えをお答えください。（選択式）
①　□　出展したい（出展内容をお答えください。なお、１都市あたりの展示スペースは出展都市数を踏まえて決定します。このため、希望どおりにならないことがありますので、あらかじめご了承ください）
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　 
②　□　出展しない
③　□　今後検討する（決定時期の見込みをお答えください）
Ｃ　総会で議論するテーマ、運営について
　１　総会において議論したいテーマは何ですか。（複数選択可）
①　□　核兵器廃絶に向けた国連への働き掛けの強化

②　□　核兵器廃絶に向けた関係国政府への働き掛けの強化

③　□　核兵器廃絶に向けた国際的なＮＧＯとの連携強化
④　□　核兵器廃絶に向けた広報活動の充実(メディアの利用を含む)

⑤　□　加盟都市間の青少年交流及び被爆の実相の次世代への継承
⑥　□　平和意識を高めるための市民啓発や平和教育
⑦　□　軍縮全般（生物・化学兵器、ミサイル防衛等の問題を含む）
⑧　□　紛争の予防や紛争の平和的解決の方法

⑨　□　飢餓・貧困問題
⑩　□　難民問題
⑪　□　人権問題
⑫　□　環境問題
⑬　□　その他

　　　
　　　
　　　
　　　
２　１で選ばれたテーマについて、会議での発言を希望しますか。（選択式）
また、希望する場合、どのようなことについて発言をされますか。なお、発言希望が多い場合や会議で採り上げるテーマによっては、希望されても発言できないことがありますので、あらかじめご了承ください。
　　①　□ 希望する


　　　
　　　
　　　
　②　□ 希望しない

３　これまでに総会に参加したことがある場合、総会運営について留意すべき点、改善すべき点等があれば記入してください。（自由回答）

Ｄ　平和首長会議の活動について

第8回平和首長会議総会（2013年8月）で議決された平和首長会議行動計画（2013年-2017年）等について、これまでに実施された取組は何ですか。（複数選択可）
①　□　未加盟都市への加盟要請等加盟都市の拡大に向けた取組
②　□　地域会議の開催
③　□　原爆ポスター・資料展の開催等被爆の実相の周知拡大に向けた取組
④　□　スカイプを利用した被爆者による被爆体験証言の実施
⑤　□　「広島・長崎講座」の普及
⑥　□　被爆樹木の種や苗木の加盟都市での育成
⑦　□　「平和の灯」の分火・継承
⑧　□　広島市立大学「光の肖像展」の開催

⑨　□　アニメーション「つるにのって」や「はだしのげん」等の上映

⑩　□　ジャーナリストや平和活動家、駐日外交官等の広島・長崎への派遣
⑪　□　青少年や「広島・長崎講座」開設大学学生等の広島・長崎への派遣
⑫　□　「核兵器禁止条約」の交渉開始等を求める署名活動
⑬　□　各国政府・為政者に対する被爆地訪問の要請
Ｅ　新たに取り組むべき平和首長会議の活動について
平和首長会議の加盟都市数は近年急激に増加しており、2016年9月1日現在161か国・地域の7,132都市に上っています。この世界的なネットワークを十分に生かした新たに取り組むべき活動についてアイデアがあれば記入してください。（自由回答）

　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
－御協力ありがとうございました－
（発言内容）
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